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S.Aさん：私は前学期に「比較文学」 
「Theatre studies」「Economic and 
social history」という3つの授業を取 
っていました。早稲田では文化構想学 
部の英語学位プログラムに在籍してい 
るので、自分の学部の専攻に関連する 
授業を選びました。履修は渡航前に日 
本で組みました。
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S.Aさん

イギリス
グラスゴー大学
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登壇者紹介

01 留学先の授業について

N.Oさん

チェコ
カレル大学

EX-R

C.Kさん

スウェーデン
イェーテボリ大学

EX-R

H.Yさん

ドイツ
ボン大学

EX-L

みなさん、本日はよろしく
お願いします！
早速ですが、留学先での授業
について教えてください！

グラスゴー大学の様子(S.Aさん)



N.Oさん：私は興味があるメディア、ジャー 
ナリズム、カルチャーに関する授業をそれぞ 
れ受講していました。S.Aさんと同様に、私 
も渡航前に履修を組み始めましたが、履修登 
録のサイトが複雑だったので、少し苦労しま 
した。あと「バディプログラム」という現地 
の学生と交換留学生の交流プログラムに参加 
していたので、最終的にはそこで出会った現 
地の学生に相談しながら履修を確定すること 
ができました。

4

自分の学びたいことを明確にしておくと留学先での勉強もより充実
しますよね！N.Oさんは前学期にどのような授業を取っていましたか？

ただでさえ複雑な履修登録、
それを外国語で行うとなるとさらに
大変ですよね...。続いてC.Kさんは
いかがですか？

C.Kさん：私はこれまでジェンダーに関する
授業を2つ取っていました。イェーテボリ大
学は、早稲田のクオーター制のようなシス
テムを採用していて、私は1クオーターに1
つの授業を受講することができました。お
二人と同じように、私も出国前に履修を決
めました。

イェーテボリ大学の様子(C.Kさん)

１つの授業に集中して取り組めそうなシステムですね！
EX-Lで留学中のH.Yさんはいかがですか？

H.Yさん：私の留学の目的は語学習得です。そのた 
め、秋学期はドイツ語の授業を3つ受講していまし 
た。その他には、興味がある民主主義や日本経済史の 
授業などを取っていました。9月からは「プレセメス 
タードイツ語」という準備講座も履修していましたの 
で、秋学期の履修は9月中旬から現地で登録しまし 
た。履修登録の際は、シラバスをよく確認して情報収 
集することを心がけていました。加えて、履修取り消 
しの期間があるので、興味がある授業は取り敢えず全 
部登録してみるのも良いと思います。

ボン大学の様子(H.Yさん)

カレル大学の様子(N.Oさん)



5

詳しく教えてくださり、ありがとうございます！
次に、授業の内容(講義・グループワークなど)や形態(対面・オンライン)について
教えてください。

早稲田では見られないような面白いグループワークですね！
C.Kさん、イェーテボリ大学ではどのように授業が行われていますか？

S.Aさん：グラスゴー大学ではそれぞれの授業が、講義と少人数のゼミがセットになっています。私が
受けていた比較文学の講義は対面で、他2つの授業の講義はオンラインで行われていました。ゼミは全
て対面で、グループワークが重視されていましたね。中でも「Theatre studies」のゼミでは、自分た
ちで台本を作って演劇を披露するというグループワークがあり、印象に残っています！

N.Oさん：カレル大学では、講義のみの授業もあれ
ば、グループワークを中心に進む授業もありま
す。私が受講していたジャーナリズムの授業で
は、学生がジャーナリストとしてウェブサイトを
制作するというグループワークがあり、とても面
白かったです！授業は全て対面で行われていまし
たが、授業中はマスクの着用が義務づけられてい
ます。ヨーロッパではコロナの感染が拡大してい
るので、オンラインに移行した授業も増えている
ようです。

ロンドンでの一枚(S.Aさん)

C.Kさん：それぞれの授業は、50人ほどの講義と10人ほどのセミナーで構成されています。講義で1つ
のテーマを扱うごとに、セミナーでディスカッションを行います。前学期の授業は最初は全てオンライ
ンで、そこから徐々に対面に移行しました。

なるほど！
オンライン授業の良かった点はありますか？

C.Kさん：オンラインの授業では、学業とプライベ 
ートのメリハリをつけやすかったのが良かったで 
す。平日は授業や課題に集中して取り組み、休日 
は小旅行として外出を楽しむ、という生活を送っ 
ていました。ただ、オンラインの授業のみだと友 
人を作るのが難しかったです。そこで私は、グル 
ープワークで同じ班になった学生とSNSを交換し、 
授業外に会うことで仲を深めていました！

ボランティア活動時の一枚(C.Kさん)



H.Yさん：ドイツ語の授業は全て対面でした。10〜20名の少人数制で、講義とグループワ
ークが半々の頻度で行われていました。他に受講していた民主主義や日本経済史の授業は
全てオンラインでしたね！
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02 現地での生活について
続きまして、現地での生活について居住形態など教えてください。

S.Aさん：私はグラスゴーの街中にある大学の寮に住んで
います。グラスゴー大学には複数の寮があり、寮ごとに特
色があります。私は自分で寮を選択できたので、ホームペ
ージで各寮の立地や設備などを調べ、交換留学生が多く住
んでいる今の寮に決めました。部屋は完全個室でキッチン
などをフラットメイトと共有しています。

上手にオンライン授業を活用していたのですね！
最後にH.Yさん、語学の授業はどのように行われていましたか？

N.Oさん：寮は居住費を安く抑えられるので、私も
学生寮に住んでいます。ただS.Aさんとは異なり、
自由に寮を選択できませんでした。結果的に設備が整って 
いる寮に入れたので良かったです！寮に入ることで渡航前 
に居住地の住所が割り当てられ、そのおかげでビザの申請 
もスムーズに行うことができました。

部屋の写真(N.Oさん)

C.Kさん：イェーテボリ大学には寮がありません。その
代わり、大学が学生用のアパートを契約しているの
で、そのアパートに住んでいます。大学から留学許可
が出た後に、入居を申請し、部屋を選ぶというシステ
ムでした。私の部屋は完全個室で、キッチンもオーブ
ンやIHコンロが付いているなど、設備が整っていま
す。その分家賃は高いですが....。

部屋の写真(H.Yさん)

H.Yさん：私は大学の寮に住んでいます。大学の最寄り
駅までバスで10分の場所にあるので、アクセスは良い
ですね。寮の種類は選べませんでしたが、入寮の手続
きの中で、希望する部屋のタイプについてアンケート
で聞かれたので、その回答に基づいて大学が部屋を割
り振ってくれたと思います。
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寮やアパートではどのように食事を用意していますか？
やはり自炊をすることが多いのでしょうか？

C.Kさん：私もN.Oさんと同じで、日頃から自炊をし
ていて、たまに友人と外食に行きます。
スウェーデンは物価が高いので、外食やカフェでお
金を使い過ぎないよう気をつけています。

S.Aさん：そうですね！食事に関しては、基本的にス
ーパーで食材を買って自炊をしています。特に、パ
スタやパン、ハムなどの食材は安く、1日に400円ほ
どで食事を用意できます。イギリスの外食代は非常
に高いので、平日は自炊して節約し、旅行時などに
有名なレストランで食事をする、という生活をして
います。

食事の写真(S.Aさん)

N.Oさん：私もフラットメイトと共有のキッチンで自 
炊をしています。日本から持ってきた調味料が毎回 
役に立っています。お昼に大学の学食を利用するこ 
ともありますし、週に数回は友人と外食に行きま 
す！

外食時の一枚(N.Oさん)

H.Yさん：私も自炊派です！パン、コンフレーク、じ
ゃがいもなどを使って自炊を続けています。イギリス
と同じように、スーパーで売っている食材は安いの
で、自炊だと食費を抑えられます。そのため、週末に
少し贅沢をして外食に行くのが日々の楽しみです。

外食時の一枚(C.Kさん)

みなさん工夫されていますね！
最後に現地の治安について教えてください。
コロナ禍における現地の治安の変化もあれば
合わせてお願いします。

S.Aさん：グラスゴーは治安も良く、コロナ禍においても様々な国の留学生が住んでいます。そのた
め、外国人だからといって疎外感を覚えた経験はありませんね。また、グラスゴーは「イギリス国内
で最も住民がフレンドリーな場所」とも呼ばれているので、留学生の私でも生活しやすいです。

N.Oさん：私が住んでいるプラハも治安は良いです！やはり、コロナによってプラハに来る観光客は減っ
たようです。プラハは景観も良いので、住む場所としても旅行先としてもオススメです。
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H.Yさん：ボンも治安は良く、夜でも安全に街中を歩けます。ただ、「電車内では寝ない」など気を抜
き過ぎないように気をつけています。また、ドイツ国内の一部の都市では、コロナ対策の一環である行
動規制に対するデモが頻繁に起きているので、他の都市に行く際は十分注意して行動しています。

C.Kさん：スウェーデンは元々移民大国なので、コロナ禍でも様々なルーツを持った人々が住んでいま
す。治安も良いですし、住んでいて身の危険を感じたことはありませんね。

現地でのお金事情03
留学にお金の心配はつきものですよね。
現地での毎月の出費ついて差し支え無い範囲で教えてください！

S.Aさん：一番お金を使っているのは交際費や旅行費です
ね。自分が10年以上好きなサッカーチームの試合を見る
ために月に3〜4回ロンドンに行くので、月8万円ほど使っ
ています。その次にお金がかかっているのは寮費で、月6
万円くらいです。普段は自炊をしているので、食費はそ
んなにかかっていないと思います。

N.Oさん：私は家計簿をつけており、出費を月15万円以
内に抑えることを心がけています。チェコは物価が安
く、食費も3万円ほどです。寮費も月3万円で、交際費と
雑費がそれぞれ1万円です。残りは旅行費に回せるよう、
お金の使い過ぎには注意しています。チェコは学割のシ
ステムが非常に整備されていて、学生証を提示すれば、
全ての公共交通機関に75%割引の値段で乗ることができ
ます。また、国際学生証を発行しておくと、他の国でも
美術館や博物館で学割を利用できますよ！ サッカー観戦時の一枚(S.Aさん)

すごいお得ですね！他のお二人はいかがですか？

C.Kさん：旅行した月は全体で10〜15万円、それ以外の
月は6〜7万円使っていると思います。スウェーデンは物
価が高く、外食をすると一回1500円以上かかるので、食
費は意識して抑えるようにしています。チェコとは異な
り、スウェーデンでは学割のシステムが充実しておら
ず、交通費も高いです。

H.Yさん：私は月に15万円ほど使っています。そのう
ち、寮費が3万5千円で、旅行費や外食費が合わせて11
万円、残りが食費です。ドイツも外食代は高く、一回
2600円くらいかかります。

旅行先のフランスでの一枚(H.Y.さん)
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詳しく教えていただき、ありがとうございます！
お金のやりくりはどのようにされていますか？

S.Aさん：月8万円の奨学金と月3万円の仕送りを受け取っています。今のところ、これらのお金で毎 
月やりくりできています！

N.Oさん：奨学金を月15万円頂いているので、仕送りは貰っていません。毎月の出費が15万円を
越した場合は、留学前に貯めたお金を使用する予定です。

C.Kさん：私は奨学金は利用しておらず、親からの仕送りと留学前にアルバイトをして貯めたお金で
生活しています。

H.Yさん：私は仕送りと月8万円の奨学金で暮らしています。私が利用している奨学金プログラムはド
イツ国内の学生に向けたもので、渡航前にボン大学経由で申し込みました。

海外は日本よりもキャッシュレスが進んでいるイメージがありますが、
実際はどのようにお金を支払っていますか？

S.Aさん：イギリスはキャッシュレスが非常に進
んでいます！そのため、現金を使う機会はほとん
ど無く、クレジットカードのみで支払いをしてい
ます。

N.Oさん：チェコでも支払いは主にクレジットカード
を使っていますが、まだ現金しか使えないお店もあ
ります。そのため、渡航前に現金をまとめて用意し
ておき、必要な時に使っています！

C.Kさん：スウェーデンでは8割のお店でキャッシュ 
レスが進んでいますが、クリスマスマーケットなどで 
は現金しか使えませんでした。

H.Yさん：ドイツのクリスマスマーケットや小さいパン 
屋も現金しか使えませんでした！加えて、旅行で訪れた 
一部の地方でも現金のみ使用可能でした。イギリスに比 
べるとキャッシュレスはそこまで進んでいませんが、ス 
ーパーなどで買い物をする際は、主にクレジットカード 
を使用しています。私はドイツのネット銀行で口座を作 
ったので、現金が必要な場合はその口座経由で現金を入 
手しています。

北欧最大の遊園地のイルミネーション(C.Kさん)

クリスマスマーケットでの一枚(H.Y.さん)
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現地のコロナ対策について

続きまして、これから留学する方は特に不安に感じるであろう、現地のコロナ
対策について教えていただきたいと思います！

04

S.Aさん：大学では手洗い・消毒、マスクの着用が必 
須です。また、イギリスでは薬局や図書館で抗原検査 
キットを無料配布していて、日本のコロナ対策との違 
いを感じましたね。私は大学のアルティメットチーム 
に所属しているのですが、練習は毎回対面で行われる 
ため、練習前には抗原検査キットを貰って必ず自分で 
検査を行い、陰性であることを確認してから練習に参 
加しています。

N.Oさん：私の留学先の大学でもマスクの着用が必
須です。また、使用可能なマスクの種類も規定され
ています。寮に抗原検査のキットが置かれていて、
大学内でもPCRを受けられるようになったので、大
学もコロナ対策には力を入れていると思います。個
人的には、小さなスナックを1つ食べる時でも必ず
消毒することを心がけています。あとは、よく食べ
てよく寝る！忙しい留学生活の中でもストレスを溜
めないことが一番の予防だと思います。

C.Kさん：私は留学開始当初、現地のコロナ対策に衝撃を受けました。というのも、日本と比べると街
中でマスクをしている人が圧倒的に少ないんです。ただ、ヨーロッパでの感染拡大後は、公共交通機関
でのマスク着用が推奨されるなど、コロナ対策も強化されています。個人的には、コロナに対する緩い
規制に流されず、日本にいた時と同じように必ずマスクの着用や消毒を行うことを心がけています。

マスクの着用を要請する街中の看板(S.Aさん)

H.Yさん：現在(2021年12月)のドイツには商業施設などの利 
用に関して、三つのルールがあります。１つ目が「2Gルー 
ル」で、ワクチン接種者とコロナ感染からの回復者のみが施 
設を利用できます。2つ目は「2G+ルール」で、「2Gルー 
ル」の適用者であっても24時間以内の陰性証明が必要になり
ます。3つ目は「3Gルール」で、「2Gルール」の適用者に 
加えて、ワクチン接種やコロナ感染の履歴が無くても、24時
間以内の陰性証明があれば施設の利用が許可されます。大学 
は「2Gルール」を採用しており、マスクの着用も義務付け 
られています。また、感染拡大後にオンラインに移行する授 
業が増えているので、大学はコロナ対策をきちんと行なって 
いると思います。また、簡易的なコロナ検査も街中で行われ 
ているので、旅行前や体調が優れない時には検査を受けるよ 
うにしています。ドイツではどこに行くのにもワクチン接種 
証明の提示が求められるので、日本の自治体で貰ったワクチ 
ン接種証明書を現地のアプリに登録しています。

ワクチン接種証明アプリ(H.Y.さん)
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国が変われば、生活スタイルも大きく変わりますね...
ワクチン接種など、コロナ禍の留学に向けて出発前に準備したことは
ありますか？
S.Aさん：入国時に英文の陰性証明書とワクチン接種証明書が必要だったのですが、出発前にこれらの
書類を発行してくれるクリニックを探すのが大変でした。感染予防のための準備としては、寒い冬に
体調を崩さないよう、暖かい衣服を揃えましたね。また、現地で体調を崩した時に備え、自分が飲み
慣れた日本製の薬も持って来ました。

N.Oさん：私も日本製の医薬品は絶対に必要だと思います！私は留学前に早稲田でワクチンを打ちま
した。出発前には、留学先でコロナに感染した時の対処を細かくシミュレーションし、万が一の場合
に備えていました。日本の緊急連絡先や保険の手続きなどもまとめていましたね。

C.Kさん：私は、留学に行く学生用に手配されたワクチン会場で接種し、住んでいる自治体で和文と英
文の接種証明書を申請しました。スウェーデンに入国する際には、渡航前48時間以内の陰性証明書が
必要だったので、渡航日の前日にPCR検査を受けられるクリニックを調べていました。また、確実に入
国できるよう、渡航の２週間前は自主的に隔離生活を送っていましたね。

H.Yさん：私はインターン先でワクチンを打ちました。また、同時期に早稲田からドイツに留学に行く
学生同士でSNSのグループを作り、その中でドイツへの入国に関する情報共有をしていました。やは
り、留学仲間がいるとコロナ禍でも心強いですね！

留学を検討している学生に一言！05
皆さん、今日は貴重なお話を本当にありがとうございました！
最後に留学を検討している学生にメッセージをお願いします。

S.Aさん：私はコロナ禍での留学に不安を抱いていま
したが、コロナ禍の留学だからこそ、日本とイギリ
スの文化や価値観の違いを大いに知ることができま
した。現地に来てみないと分からないことや築けな
い人間関係もありますし、現地で実際に生活するこ
とで視野や将来の選択肢も広がります。新しい自分
の可能性を見つけたい方は、是非留学にチャレンジ
してみてください！

友人との一枚とタワーブリッジの写真(S.Aさん)
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N.Oさん：私は異文化に飛び込むこと
で自分を見つめ直し、新しい自分を
発見することができました。また、
留学を通して世界中に友人ができる
ので、そういった意味では留学を経
験すると世界は狭くなります。私は
これが留学の醍醐味だと思うので、
少しでも留学に興味があれば、絶対
に挑戦してみて欲しいです！

C.Kさん：私が伝えたいことは「留学のチャン
スがあるのなら挑戦してみよう」です。
私は留学中に自分の人生観を大きく変えるよ
うな出会いがあり、留学にチャレンジしてみ
て本当に良かったと心から思っています。
留学に対して不安なこともたくさんあると思
いますが、チャンスがあれば是非留学に向け
て一歩を踏み出してみてください！

H.Yさん：私も「悩んだらGO！」と伝えたい
です。学生のうちに世界に出てみるのは、非
常に良い経験だと思います。留学生活を通じ
て「これまでの自分の視野は狭かったんだ」
と実感することも多く、日々多様な価値観を
吸収することで自分自身の成長にも繋がって
いると思います。留学で悩むことがあれば、
私の「悩んだらGO！」という言葉を思い出
してみてください！

世界遺産の街Český Krumlovでの一枚(N.Oさん)

リトアニアのヴィリニュス大聖堂での一枚(C.Kさん)

友人との一枚(H.Y.さん)


